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２
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０
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う
る
は
学
ぶ
の
半
ば
な
り
」 

 
 
 

教
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
業
完
成
の
半 

 
 
 

ば
な
の
で
あ
る
か
ら
、
人
に
教
え
る
立
場

に
な
っ
て
も
、
た
ゆ
ま
ず
学
び
続
く
る
こ
と
が
肝

要
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
古
人
の
教
え
が
あ
る
。 

  

教
師
は
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
の
だ

か
ら
、
学
び
続
け
て
、
よ
り
高
み
を
目
指
す
の
は

当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
プ
ロ
野
球
の
選

手
で
修
練
を
積
ま
な
い
人
が
い
る
は
ず
も
な
く
、

プ
ロ
で
あ
る
限
り
教
師
は
研
究
と
修
養
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

し
か
し
、
こ
の
当
然
と
思
え
る
こ
と
が
、
な
か

な
か
で
き
に
く
い
状
況
が
学
校
現
場
に
は
あ
る
よ

う
だ
。
そ
の
要
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。 

  
 
 

つ
に
は
、
教
師
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
広 

 
 
 

範
囲
に
渡
り
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
過
剰
に 

 
 
 

な
っ
て
い
る
こ
と
。
学
ん
だ
と
し
て
も
、

す
ぐ
に
は
結
果
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
も
学
ぶ
意

欲
を
削
い
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
学
校

か
ら
か
つ
て
の
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が

喪
失
し
、
学
ぶ
た
め
の
物
理
的
な
時
間
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
同
好
会
等
自
主
的
な
研
修
組
織
の
弱
体
化

や
、
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
な
校
内
研
修
の
減
尐
に

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

  

し
か
し
、
子
ど
も
や
保
護
者
・
地
域
の
方
々
に

信
頼
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
「
学
び
続
け
る
教
師
」

で
あ
る
。
教
育
は
感
化
響
応
の
世
界
で
あ
る
。
常

に
真
摯
に
学
ぶ
教
師
の
姿
は
、
必
ず
や
子
ど
も
た

ち
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。 

  

教
師
が
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
た
い
と
思
う
。 

     

              

 
 

  
 

教
学
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教
学
指
導
課
長 

 

武
田
育
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 教 

ひひ
ろろ
ばば  一 

目次へ

戻る 



 
 
 

回
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
は
、 

 
 
 

抽
出
さ
れ
た
国
公
私
立
約
９
＊
７
０
０
校 

 
 
 

の
約
７
６
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
長
野

県
で
は
、
小
学
校
７
２
校
、
６
年
生
３
＊
９
３
３

人
、
中
学
校
４
４
校
、
３
年
生
４
＊
５
２
７
人
が

抽
出
調
査
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

調
査
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
で
は
、
国
語
と

算
数
・
数
学
、
理
科
の
３
教
科
の
基
礎
的
知
識
を

問
う
Ａ
問
題
と
、
知
識
の
活
用
す
る
力
を
見
る
Ｂ

問
題
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
や

学
校
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

  
 

 

科
に
関
す
る
調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

◆
平
均
正
答
率
は
全
国
平
均
と
同
程
度
に
回
復 

◇
上
記
の
平
均
正
答
率
は
、
２
２
年
度
に
は
中
学

校
国
語
Ｂ
と
数
学
Ａ
・
Ｂ
で
全
国
の
平
均
正
答
率

を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
下
回
る

教
科
は
な
く
、
小
・
中
学
校
国
語
Ａ
で
、
全
国
の

平
均
正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
。
（
表
１
） 

 

◆
正
答
数
の
分
布
状
況
は
、
上
位
層
が
全
国
と
同

様
の
分
布
に 

◇
「
正
答
数
分
布
グ
ラ
フ
」
を
見
る
と
、
２
２
年

度
に
は
上
位
層
が
全
国
よ
り
も
尐
な
く
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
隔
た
り
の
あ
っ
た
中
学

校
国
語
Ｂ
と
数
学
Ａ
・
Ｂ
に
お
い
て
も
、
全
国
と

同
様
の
分
布
に
な
り
ま
し
た
。
（
図
１
） 

 

◆
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
に
課
題 

◇
Ｂ
問
題
の
平
均
正
答
率
は
、
全
国
と
同
様
に
５

～
６
割
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
本
県
で
も
全
国
と

同
様
に
、
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
に
課
題
が

み
ら
れ
ま
し
た
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特 

集 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
２
４
年
度 

全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
の
結
果
の
概
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
学
指
導
課 

今 教 

図1：平成24年度及び平成22年度の正答数分布グラフ。

（画像をクリックすると詳しくご覧いただけます。） 

表 1：平均正答率の一覧。 

↑：全国を上回る →：全国と有意な差はない 

教科 長野県 全国(公立) 全国との差

国語Ａ  81.8～83.0 81.4～81.7 ↑

国語Ｂ 54.9～56.7 55.4～55.8 →

算数Ａ 72.4～74.1 73.1～73.5 →

算数Ｂ 57.6～59.6 58.7～59.1 →

理科 60.3～62.0 60.8～61.1 →

国語Ａ  75.6～77.0 75.0～75.2 ↑

国語Ｂ 62.6～65.0 63.2～63.4 →

数学Ａ 61.2～63.5 62.0～62.3 →

数学Ｂ 47.1～50.4 49.2～49.5 →

理科 49.7～52.2 50.9～51.1 →

中
学
校

小
学
校

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/598_01.pdf


徒
質
問
童
生
徒
質
問
紙
調
査
、
学
校
質
問
紙
調
査 

 
 
 

の
結
果
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

◇
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
、
近
所
の
人
へ
の
挨
拶

等
の
項
目
に
お
い
て
、
全
国
の
割
合
を
上
回
る
こ

と
か
ら
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
深
い
実
態
が
伺
え

ま
す
。 

 

◇
理
科
の
授
業
で
の
観
察
・
実
験
に
つ
い
て
、「
結

果
を
も
と
に
考
察
を
し
て
い
る
」
等
の
複
数
の
項

目
で
い
ず
れ
も
全
国
の
割
合
を
上
回
っ
た
こ
と
か

ら
、
観
察
・
実
験
を
重
視
し
た
学
習
が
行
わ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

◇
学
校
図
書
館
を
活
用
し
た
授
業
を
計
画
的
に
週

１
回
程
度
行
っ
た
小
学
校
が
、
全
国
に
比
べ
、 

４
０
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
を
活
用
し
た
授
業
を
行
う
頻
度
が
高
い
実

態
が
伺
え
ま
す
。 

   
 
 

察
と
今
後
の
方
向
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

◇
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
問
う
問
題

に
誠
実
に
取
り
組
む
児
童
生
徒
が
多
く
、
こ
の
よ

う
な
問
題
で
の
正
答
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

授
業
に
お
け
る
「
見
と
ど
け
」
を
重
視
す
る
取
組

を
大
切
に
し
、
知
識
・
技
能
の
定
着
を
今
後
も
図

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

 

◇
Ｂ
問
題
の
「
記
述
に
よ
り
説
明
す
る
こ
と
」
に

課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
授
業
に
お
い
て
、
事
象
の

結
果
に
至
る
過
程
を
説
明
す
る
学
習
活
動
な
ど
を

よ
り
多
く
位
置
付
け
て
、
言
葉
で
説
明
す
る
機
会

を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。 

 

◇
中
学
校
数
学
・
理
科
の
問
題
で
無
解
答
率
が
高

く
、
質
問
紙
調
査
で
「
最
後
ま
で
解
答
を
書
こ
う

と
努
力
し
た
」
生
徒
の
割
合
が
低
い
こ
と
か
ら
、

日
頃
の
授
業
の
中
で
、
追
究
過
程
を
大
切
に
し
た

授
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

◆
詳
し
い
分
析
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
８
月
３
０

日
開
催
の
長
野
県
教
育
委
員
会
定
例
会
「
平
成 

２
４
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
の
概

要
に
つ
い
て
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/t

eireikai/946/946-
8.pdf 
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野
県
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
平
成
２
５ 

 
 
 

年
度
～
２
９
年
度
の
５
年
間
の
教
育
行
政 

 
 
 

の
方
向
を
示
す
第
２
次
長
野
県
教
育
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。 

 

「
学
ぶ
ち
か
ら
・
学
校
力
専
門
委
員
会
」
か
ら

の
提
言
や
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
、
７
月
か
ら
８
月
に
実
施
し
た
市
町
村
教
育
委

員
会
と
県
教
育
委
員
会
と
の
懇
談
会
（
県
下
５
地

域
）
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
第
２
次
長
野
県

教
育
振
興
基
本
計
画
素
案
を
策
定
し
ま
し
た
。
９

月
１
３
日
の
長
野
県
教
育
委
員
会
定
例
会
で
検
討

を
い
た
だ
き
、
現
時
点
で
の
中
間
整
理
と
し
て
承

認
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。 

 

今
後
、
こ
の
素
案
に
よ
り
、
市
町
村
教
育
委
員

会
や
教
育
関
係
団
体
等
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、

１
１
月
を
目
途
に
計
画
原
案
を
ま
と
め
る
予
定
で

す
。 

 

◆
素
案
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
？ 

◇
計
画
の
素
案
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大

き
く
は
、
長
野
県
の
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
を
示

し
た
「
時
代
の
潮
流
と
教
育
の
課
題
」、
未
来
の
信

州
の
め
ざ
す
教
育
の
姿
を
示
し
た
「
長
期
的
な
教

育
振
興
の
方
向
性
」、
今
後
５
年
間
の
施
策
や
重
点

的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
示
し
た
「
基
本

計
画
」
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 ・

第
１
編 

計
画
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方 

 
 
 
 

（
策
定
の
趣
旨
、
計
画
の
性
格
、
期
間
） 

・
第
２
編 

本
県
の
教
育
を
め
ぐ
る
情
勢 

 
 
 
 

（
時
代
の
潮
流
と
教
育
の
課
題
、
教
育 

 
 
 
 
 

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
力
・
可
能 

 
 
 
 
 

性
）） 

・
第
３
編 

長
期
的
な
教
育
振
興
の
方
向
性 

 
 
 
 

（
基
本
理
念
、｢

未
来
の
信
州｣

の
め
ざ 

 
 
 
 
 

す
教
育
の
姿
） 

・
第
４
編 

基
本
計
画
（
今
後
５
年
間
の
施
策
） 

 
 
 
 

（
基
本
目
標
、
重
点
的
に
取
り
組
む
プ 

 
 
 
 
 

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
施
策
体
系
、
施
策
の 

 
 
 
 
 

展
開
） 

・
第
５
編 

計
画
の
実
現
に
向
け
た
基
本
姿
勢 

 

◆
今
の
私
た
ち
の
教
育
は
ど
の
よ
う
な
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
の
？
今
後
必
要
な
こ
と
は
？ 

◇
第
２
編
で
は
「
大
き
な
時
代
の
流
れ
と
教
育
の

課
題
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
到
来
し
た
人
口
減
尐
社
会 

 
 

→
学
校
規
模
縮
小
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力 

 
 
 

低
下
へ
の
対
応 

・
価
値
観
の
変
化 

 
 

→
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き
る 

 
 
 

環
境
づ
く
り 

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
の
進
展 

 
 

→
国
際
化
、
情
報
化
対
応
し
た
教
育 

・
自
然
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
再
認
識 

 
 

→
防
災
教
育
、
環
境
教
育 

・
貧
困
・
格
差
の
拡
大 

 
 

→
必
要
な
教
育
機
会
を
得
る
こ
と
の
で
き
る 

 
 
 

環
境 

・
変
革
が
求
め
ら
れ
る
社
会
シ
ス
テ
ム 

 
 

→
県
民
の
自
発
的
な
学
び
と
社
会
へ
の
貢
献 

 

◆
長
野
県
の
教
育
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
、
強
み

が
あ
る
の
？ 

◇
計
画
で
活
か
す
べ
き
長
野
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

と
し
て
、次
の
よ
う
な
事
項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
が
「
教
育
県
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
の
一
端

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
教
育
を
大
切
に
す
る
風
土
と
県
民
性 

 
 

→
明
治
初
期
の
就
学
率
が
全
国
一
、
県
外
か 

 
 
 

ら
高
給
を
も
っ
て
優
秀
な
教
員
を
招
聘
、 

 
 
 

全
国
一
の
公
民
館
の
設
置
数
や
利
用
者
数
、 

 
 
 

国
に
先
駆
け
た
小
学
校
全
学
年
に
お
け
る 

 
 
 

３
０
人
規
模
学
級
の
導
入
等 

・
活
発
な
体
験
学
習 

 
 

→
学
校
に
お
け
る
地
域
資
源
の
活
用
、
集
団 

 
 
 

登
山
等
の
多
彩
な
学
校
行
事 

・
伝
統
を
受
け
継
ぐ
地
域 

 
 

→
伝
統
文
化
の
伝
承
、
新
た
な
芸
術
文
化
を 

 
 
 

創
造
す
る
活
動 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

特特特   

集集集   

第
２
次
長
野
県
教
育
振
興
基
本
計
画
素
案
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
総
務
課 

長 



◆
長
野
県
は
ど
の
よ
う
な
教
育
を
め
ざ
す
の
？ 

◇
時
代
の
転
換
点
を
迎
え
る
中
で
、
今
生
ま
れ
た

子
ど
も
が
成
人
す
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
長
野

県
を
引
き
継
ぐ
べ
き
か
と
い
う
思
い
の
象
徴
と
し

て
、
概
ね
２
０
年
後
の
方
向
が
「
『
未
来
の
信
州
』

の
め
ざ
す
教
育
の
姿
」と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・「
人
間
力
を
養
う
教
育
」 

・「
楽
し
く
安
全
・
安
心
な
学
び
舎
」 

・「
自
然
の
中
で
た
く
ま
し
く
成
長
」 

・「
個
性
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
」 

・「
常
に
学
び
自
ら
活
か
す
社
会
」 

・「
人
生
を
彩
る
感
動
と
の
出
会
い
」 

 

◆
第
１
次
計
画
と
の
大
き
な
違
い
は
？ 

◇
第
１
次
計
画
の
施
策
体
系
と
大
き
く
異
な
る
点

は
、「
信
州
に
根
ざ
し
世
界
に
通
じ
る
人
材
の
育
成
」

を
基
本
施
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
で
す
。「
学

ぶ
ち
か
ら
・
学
校
力
専
門
委
員
会
」
の
提
言
等
を

受
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
理
科
教
育
の
充
実
に
よ
り
世
界
標
準

の
人
材
を
育
て
る
教
育
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
長
野
県
な
ら
で
は
の
教
育
を
推
進
す
る
方

策
と
し
て
、「（
仮
）
信
州
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

推
進
」を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

県
民
や
教
育
関
係
者
が
理
念
を
共
有
で
き
る
「
教

育
目
標
」
や
「
教
育
条
件
の
整
備
」、「
教
育
活
動
」

を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
標
準
）
と
し
て
示
し
、
県
民

の
理
解
と
協
力
の
も
と
で
教
育
の
質
の
向
上
を
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

◇
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
設
定
の
視
点 

・
長
野
県
の
特
長
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た 

 

教
育 

・
長
野
県
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育 

 

む
教
育 

・
優
れ
た
教
育
水
準 

 

◆
計
画
素
案
全
体
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/k

yousoumu/keikaku/0920soan.pdf
 

 

◆
計
画
素
案
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
左
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
教
育
総
務
課 

企
画
係 

kyoiku-kikaku@pref.nagano.lg.jp
 

                         

 
 

■お問い合わせ 

 教育総務課 企画係 

 Tel：026-235-7423 

 Fax：026-235-7487 

 e-mail： 

kyoiku-kikaku@pref.nagano.lg.jp 
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育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
特
集
第
３ 

 
 
 

号
で
す
。
今
月
は
『
教
員
勤
務
実
態
調
査 

 
 
 

Ｖ
ｏ
ｌ
＋
２
』
と
し
て
、
誰
も
が
気
に
な

る
テ
ス
ト
問
題
の
作
成
方
法
や
成
績
の
つ
け
方
に

注
目
し
ま
す
。 

 

◆
学
生
生
活
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
テ
ス
ト
。

そ
の
テ
ス
ト
問
題
は
ど
う
や
っ
て
作
る
ん
で
し
ょ

う
か
？ 

◇
定
期
試
験
の
問
題
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
小
中

高
等
学
校
で
共
通
し
て
「
教
科
書
か
ら
問
題
を
出

す
」
や
「
学
校
で
使
っ
て
い
る
問
題
集･

副
教
材
な

ど
か
ら
問
題
を
出
す
」
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
「
入
試
問
題
に

対
応
し
た
問
題
を
出
す
」
と
す
る
回
答
も
多
く
あ

り
、
全
国
と
比
較
す
る
と
、
教
科
書
や
副
教
材
、

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
内
容
か
ら
出
題
す
る
割
合
が

低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
定
期
試
験

か
ら
問
題
を
出
す
割
合
は
小
中
高
等
学
校
で
共
通

し
て
低
く
、
小
学
校
、
高
校
に
お
い
て
は
、
学
校

で
使
わ
な
い
問
題
集
や
副
教
材
な
ど
か
ら
の
出
題

も
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。 

 

◆
な
る
ほ
ど
。
で
は
通
知
票
を
つ
け
る
と
き
に
も

や
は
り
テ
ス
ト
の
結
果
が
重
視
さ
れ
る
ん
で
し
ょ

う
か
？ 

◇
通
知
票
を
つ
け
る
際
に
は
、
小
中
学
校
で
は
「
定

期
試
験
」
と
並
ん
で
、「
授
業
中
の
態
度
」
や
「
宿

題
や
提
出
物
の
状
況
」
と
い
っ
た
日
常
的
な
学
習

態
度
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
中
学
校
に
お
い
て
は
、
全
国
と
比
較
し
て

「
授
業
中
の
態
度
」を
重
視
す
る
傾
向
が
高
く
、「
定

期
試
験
」を
重
視
す
る
割
合
は
低
く
な
り
ま
し
た
。 

 

高
等
学
校
で
は
約
８
割
の
教
員
が「
定
期
試
験
」

を
「
と
て
も
重
視
す
る
」
と
い
う
結
果
で
す
。 

 
 ◆

前
号
で
は
多
く
の
教
員
が
児
童
・
生
徒
の
学
習

意
欲
を
高
め
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
結
果
か
ら
も

日
々
の
授
業
を
大
切
に
す
る
教
員
の
姿
が
窺
い
知

れ
ま
す
。 

 

◇
◆
次
回
は
『
保
護
者
意
識
調
査
』
に
注
目
し
ま

す
◆
◇ 

 

◆
詳
し
い
結
果
は
こ
ち
ら 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/t

eireikai/940/940-
2-2.pdf

 

◇
先
生
の
忙
し
さ
を
見
る「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」

概
要 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/k

yousoumu/koho/mail/595.pdf
 

◇
忙
し
さ
や
授
業
内
容
を
み
る「
教
員
意
識
調
査
」

概
要 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/k

yousoumu/koho/mail/597.pdf
 

 
◆
第
２
次
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/k

yousoumu/keikaku/
 

                     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 

集 

「教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」結
果
概
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～
教
員
意
識
調
査
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１
～ 

教
育
総
務
課 

 mini 

教 

■お問い合わせ 

 教育総務課 企画係 

 Tel：026-235-7423 

 Fax：026-235-7487 

 e-mail： 

kyoiku-kikaku@pref.nagano.lg.jp 

目次へ

戻る 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/teireikai/940/940-2-2.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/teireikai/940/940-2-2.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/teireikai/940/940-2-2.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/595.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/595.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/595.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/597.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/597.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/mail/597.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/keikaku/
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/keikaku/
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/keikaku/


 

  
 
 

尻
市
立
吉
田
小
学
校
で
は
、
地
域
の
特
色 

 
 
 

を
生
か
し
な
が
ら
、
感
性
や
言
葉
を
磨
く 

 
 
 

こ
と
を
願
っ
て
、
年
間
４
回
季
節
毎
の
短

歌
や
俳
句
を
募
る
「
校
内
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
ま
で
で
、
２
２
回

と
回
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。
個
人
で
の
投
稿
に

加
え
、
ク
ラ
ス
全
体
で
の
取
り
組
み
も
増
え
て
き

て
い
て
、
最
近
は
応
募
が
４
０
０
首
を
超
え
る
こ

と
も
あ
る
ほ
ど
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
か
ら
、「
塩
尻
文
芸
の
会
」
会
員
の
先
生

に
入
選
作
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
入
選
作
品
は
地

元
の
書
家
の
先
生
に
毛
筆
で
書
い
て
い
た
だ
い
て
、

短
冊
に
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
短
歌
や
俳
句
を
入
れ
た
賞
状
も

授
与
し
て
い
ま
す
。 

 

 

        

  

◆
最
近
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し

ま
す 

◇
こ
う
え
ん
で 

こ
ろ
ん
で
み
た
ら 

と
な
り
に

ね 

て
ん
と
う
虫
が 

い
っ
ぴ
き
い
た
よ（
２
年
） 

 

◇
タ
ラ
の
芽
と 

ウ
ド
の
葉
っ
ぱ
と 

ア
ス
パ
ラ

の 

天
ぷ
ら
食
べ
た 

春
を
ま
ん
き
つ
（
５
年
） 

 

◇
小
学
校 

最
後
の
サ
ク
ラ 

散
っ
て
い
く 

来

年
の
サ
ク
ラ 

制
服
で
見
る
（
６
年
） 

 

◇
広
い
海 

な
み
が
ざ
ぶ
ざ
ぶ 

た
の
し
い
な 

ぼ

く
の
う
き
わ
で 

パ
パ
お
お
は
し
ゃ
ぎ
（
２
年
） 

 
と
、
子
ど
も
ら
し
い
澄
ん
だ
感
性
で
、
生
活
や
発

見
、
驚
き
や
感
動
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

廊
下
展
示
し
た
作
品
は
、
保
護
者
の
皆
様
に
も

好
評
で
、
参
観
日
の
折
り
、
我
が
子
の
作
品
を
見

な
が
ら「
こ
の
う
き
わ
の
パ
パ
は
私
な
ん
で
す
よ
。」

と
嬉
し
そ
う
に
学
校
職
員
に
お
話
し
て
下
さ
っ
た

保
護
者
も
い
ま
し
た
。 

 

 

  

 
 

短
歌
・
俳
句
作
り
を
通
し
て
表
現
力
を
育
む 

塩
尻
市
立
吉
田
小
学
校 

塩 

今今今
、、、
学学学
校校校
ででで
ははは   

全校短歌・俳句集会での発表 

ちごちごギャラリー。 

みんなの力作が勢ぞろいです！ 



 
 
 

校
で
は
、
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
あ
い 

 
 
 

さ
つ
と
交
流
・
短
歌
の
吉
田
小
」
を
掲
げ 

 
 
 

て
お
り
、
塩
尻
市
の
開
く
短
歌
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
合
わ
せ
て
、
校
内
で
も
、「
全
校
短
歌
・
俳
句

集
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
６
年
生
が
、
１
年
間

の
吉
田
小
の
活
動
を
詠
ん
だ
短
歌
や
俳
句
を
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
も
交
え
て
披
露
し
て
い
ま
す
。

集
会
に
は
、
講
師
を
お
迎
え
し
て
、
短
歌
や
俳
句

の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
教
室

で
短
歌
や
俳
句
作
り
を
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
の
学
習
や
行
事
の
ま
と
め
の
１
つ

と
し
て
、
短
歌
を
活
用
す
る
取
り
組
み
も
広
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
試
み
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
が
、
互

い
の
発
見
や
感
動
を
学
び
合
い
、
表
現
力
を
育
ん

で
い
ま
す
。 

     

                   

 
 

■お問い合わせ 

 塩尻市立吉田小学校 

 〒399-0701 

 塩尻市広丘吉田 1097 

 TEL：0263-58-0753 

 FAX：0263-58-0747 

目次へ
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目次へ
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生
も
子
ど
も
も
多
忙
で
疲
れ
切
っ
て
い
る 

 
 
 

の
で
、
地
域
の
力
も
借
り
て
笑
顔
あ
ふ
れ 

 
 
 

る
学
校
に
し
た
い
！
」 

「
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
来
ら
れ
る
よ
う
な
学
校

で
あ
り
た
い
！
」 

『
熟
議
』
研
修
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
グ
ル
ー
プ

発
表
で
、
各
事
務
職
員
が
学
校
に
対
す
る
想
い
を

発
表
し
て
い
き
ま
す
。 

「
こ
れ
以
上
児
童
生
徒
数
を
減
尐
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
故
郷

に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
よ
う

な
学
校
で
あ
り
た
い
！
」 

 

地
域
の
切
実
な
声
も
入
り
混
じ
り
ま
す
。 

 

◆
『
熟
議
』
と
は
？ 

 

堅
苦
し
く
い
う
と
、「
教
育
政
策
の
形
成
や
教
育

現
場
の
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る

話
し
合
い
の
方
法
」
の
こ
と
で
あ
り
、
文
部
科
学

省
も
こ
の
『
熟
議
』
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
等
で
『
熟
議
』
す
る

こ
と
で
、
当
事
者
意
識
を
持
ち
な
が
ら
お
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
、
理
解
を
深
め
合
い
、
学
校
の
抱

え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
、
課
題

解
決
を
進
め
て
い
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
的

で
す
。 

 

◆
き
っ
か
け 

 

「
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
『
熟
議
』

開
催
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
、
学
校
が
地
域
の
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
に
も
役
立
ち
そ

う
な
の
で
、『
熟
議
』
を
是
非
や
っ
て
み
た
い
！
と

思
っ
た
ん
で
す
が
、
な
に
せ
『
熟
議
』
の
や
り
方

が
わ
か
ら
な
く
て･･･

。
講
師
と
し
て
来
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。」 

 

あ
る
日
、
上
小
小
中
学
校
事
務
研
究
協
議
会
の

研
修
部
長
さ
ん
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
現
場
に
『
熟
議
』
を
広
め
て
い
き
た
い
我
々

と
し
て
も
、
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
話
。「
行
か
せ
て

も
ら
い
ま
す
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
『
熟
議
』

研
修
が
実
現
し
ま
し
た
。 

  

◆
当
日
の
『
熟
議
』
の
様
子 

◇
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク 

 

ま
ず
は
、
緊
張
を
ほ
ぐ
す
た
め
の
「
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
」
！
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
バ
ー
ス
デ
ー
リ

ン
グ
※
」
を
作
り
ま
し
た
。 

（
※
言
葉
を
使
わ
ず
に
身
振
り
手
振
り
で
自
分
の

意
志
を
相
手
に
伝
え
、
誕
生
日
順
に
並
ぶ
。） 

 

 

                  

先 

現 

場 

レ 

ポ 

― 

ト 

『
熟
議
』
で
学
校
を
変
え
る
！ 

 
 

～
上
小
小
中
学
校
事
務
職
員
研
修
会 

 
 
 

『
熟
議
』
研
修
【
１
０
年
後
の
学
校
を
考
え
よ
う
】
よ
り
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
総
務
課 

皆さん、羞恥心を乗り越え、見事に体で自分の

誕生日を表現していました。 



◇
課
題
の
出
し
合
い 

 

テ
ー
マ
に
関
す
る
課
題
を
黄
色
い
付
せ
ん
に
書

き
込
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
進
行
で
、
１
人
ず
つ
書
い
た
課
題
を
読
み

上
げ
な
が
ら
、
模
造
紙
上
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。 

               

◇
課
題
の
整
理
、
解
決
策
等
の
ま
と
め 

 

課
題
出
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は
課
題
解
決

の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
ピ
ン
ク
の
付
せ
ん
に
書
き

込
み
、
同
様
に
模
造
紙
上
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
２
枚
目
の
模
造
紙
に
、 

・「
課
題
」 

・「
あ
り
た
い
姿
」 

・「
実
現
の
た
め
の
方
策
、
ア
イ
デ
ア
」 

を
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。 

             

◇
グ
ル
ー
プ
発
表 

 

研
修
参
加
者
の
全
員
が
、「
１
０
年
後
の
学
校
は

こ
う
あ
り
た
い
！
」
と
学
校
に
対
す
る
想
い
を
発

表
し
ま
し
た
。 

 

「
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
」「
快
適
で
安
全

な
学
校
」
「
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
通
え
る
学
校
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
が
、中
に
は
、「
給

食
費
の
未
納
ゼ
ロ
（
給
食
費
を
全
額
公
費
負
担

に
！
）
」
「
学
校
設
備
の
修
繕
が
可
能
な
程
度
の
予

算
確
保
」
な
ど
、
日
頃
の
事
務
職
員
と
し
て
の
苦

労
が
う
か
が
え
る
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

              

◆
最
後
に 

 

あ
る
参
加
者
か
ら
「
な
ん
だ
か
す
っ
き
り
し
た

感
じ
が
し
ま
し
た
。」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

普
段
何
と
な
く
考
え
て
い
る
こ
と
を
課
題
と
し

て
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
熟
慮
、
議
論
し
、
互
い

の
立
場
や
果
た
す
べ
き
役
割
へ
の
理
解
を
深
め
、

解
決
策
を
見
出
し
、
そ
の
後
の
仕
事
な
ど
に
役
立

て
て
い
け
れ
ば
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
研
修
に
参
加
さ
れ
た
上
小
小
中
学
校
事
務

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の
方
々
に
学
校
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
、
支
援
を
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
学
校
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ

一
度
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
『
熟
議
』
し
て

み
て
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
熱

会場は標高の高い真田町でしたが、当日

はエアコンが必要なほど暑い日でした。

『熟議』も熱かった！！ 

類似する課題は、トランプの七並べ風に

まとめて貼り、グループを作っていきま

す。 皆さん、いつの間にか立ち上がっていま

す！ 



く
真
剣
な
『
熟
議
』
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
文
責 

教
育
総
務
課 

石
川
直
樹
） 

 

◆
詳
し
い
記
事
は
こ
ち
ら 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/k

yousoumu/koho/09report/report8.pdf
 

 

◆
熟
議
開
催
マ
ニ
ュ
ア
ル 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/k

yousoumu/jukugi/jukugi.htm
 

          
 

目次へ

戻る 

■お問い合わせ 

 教育総務課 企画係 

 Tel：026-235-7423 

 Fax：026-235-7487 

 e-mail： 

kyoiku-kikaku@pref.nagano.lg.jp 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/09report/report8.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/09report/report8.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/koho/09report/report8.pdf
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/jukugi/jukugi.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/jukugi/jukugi.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyouiku/kyousoumu/jukugi/jukugi.htm


   

◆
長
野
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

        イ
ベ
ン
ト
情
報
・
お
知
ら
せ 

研
修
講
座
の
ご
案
内 

目次へ

戻る 

天
体
観
測
講
座

「
冬
の
星
空
を
見
よ

う
！

」

家
庭
・
幼
児
教
育
講
座

「
発
達
障
害
の
理

解
と
支
援

」

生
涯
学
習
月
間
記
念
講
座

「
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
今
何
を
す
る
か

」

セ
ミ
ナ
ー

「
き
ら
め
き
な
が
ら
生
き
る
た

め
に

」

家
庭
・
幼
児
教
育
講
座

「
『
昔
話
の
心

』

と
子
ど
も
の
育
ち

」

タ
イ
ト
ル

11月19日（月）～22
日（木）のうちの１日
１８：００～２０：００

11月27日（火）
１３：００～１６：００

11月８日（木）
１０：００～１６：００

10月27日（土）
１３：００～１６：００

10月22日（月）
１０：００～１６：００

日
時

星
空
観
測
　

「
5
0
c
m
大
望
遠

鏡
他
に
よ
る
星
空
観
察

」

「
発
達
障
害
の
理
解
と
支
援

」

「
動
き
出
そ
う

、
今
！
明
日
の
地

域
の
た
め
に

」

「
心
の
障
壁
を
越
え
て
～

レ

ッ

ツ
！
バ
リ
ア
オ
ー

バ
ー
～

」

講
義
Ⅰ

「
昔
話
の
語
り
口
の
特

徴

」

講
義
Ⅱ

「
昔
話
が
語
る
さ
ま
ざ
ま

な
子
ど
も
の
姿

」

講
義
・
実
習

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教

科
教
育
部
専
門
主
事

天
体
観
測
サ
ポ
ー

タ
ー

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

生

徒
指
導
・
特
別
支
援
教

育
部
専
門
主
事

分
科
会

吉
田
　
博
彦
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
教
育
支
援
協
会
代

表
理
事

堀
越
喜
晴

明
治
大
学
兼
任
講
師

立
教
大
学
兼
任
講
師

小
澤
俊
夫
　
筑
波
大
学

名
誉
教
授
　
小
澤
昔
ば

な
し
研
究
所
所
長

　実
演

（
語
り

）

　
　
　
小
松
令
子

　
　
　
髙
木
千
奈
美

講
師

託
児
可

小
布
施
町
公

民
館

会
場

※
受
講
は
無
料
で
す

。
な
お

、
会
場
の
記
載
が
な
い
講
座
は

、
当
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
し
ま
す

。

目次へ

戻る 



◆
県
体
育
セ
ン
タ
ー 

（
９
月
２
０
日
～
１
０
月
２
０
日
開
催
分
）
ど
な
た
で
も
開
催
日
の
前
日
ま
で
受
講
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。 

◇
４
月
～
９
月
（
９
月
８
日
現
在
）
ま
で
の
研
修
講
座
受
講
率 

 

４
７
講
座
中
２
７
講
座
実
施
（
定
員
９
５
０
名
）
受
講
者
数
１
＊
３
９
９
名 

受
講
率
１
４
７
％ 

 〔
松
本
大
学
と
の
連
携
・
公
開
講
座

〕

関
係
づ
く
り
に
効
果
的
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
・
ゲ
ー

ム

子
ど
も
が
夢
中
に
な
る
表
現
運
動
・
ダ
ン
ス
の
指
導

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
高
年
の
た
め
の
メ
タ
ボ
解
消
講
座

陸
上
運
動
の
教
材
は
こ
う
や

っ
て
作
ろ
う

（
新

）
体
育
指
導
が
苦
手
な
先
生
の
た
め
の
研
修

（
４

）
～

ゲ
ー

ム
・
ボ
ー

ル
運
動
編
～ タ

イ
ト
ル

10月15日
（月）

10月11日
（木）

10月6日
（土）

9月29日
（土）

9月28日（金）
9月25日
（火）

開
催
日

40名 40名 40名 40名 40名 15名
定
員

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
陸
上
競
技
場

※
雨
天
時
体
育
館

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館 会

場

松
本
大
学
教
授

　
犬
飼
　
己
紀
子
　
先
生

横
浜
国
立
大
学
教
授

　
高
橋
　
和
子
　
先
生

東
京
農
業
大
学
大
学
教
授

　
上
岡
　
洋
晴
　
先
生

体
育
セ
ン
タ
ー

専
門
主
事

信
州
大
学
教
授

　
岩
田
　
靖
　
先
生

体
育
セ
ン
タ
ー

専
門
主
事

講
師

体
育
セ
ン
タ
ー

の
体
力
測
定
機
器
で
あ
な
た
の
身
体
を
測

っ
て
み
ま
せ
ん
か

。
日
頃
か
ら
手
軽
に
で
き
る
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
対
策
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

、
ど
こ
で
も
で
き
る
軽
運
動
を
専
門
主
事
が
提
案
し
ま
す

。
日
常
の
ス
ト
レ
ス
か
ら

、
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
し
ま

し

ょ
う

。

走
・
跳
の
運
動

（
遊
び

）
、
陸
上
運
動
の
教
材
は
単
調
に
な
り
が
ち
で

、
子
ど
も
を
夢
中
に
さ
せ
る
授
業
が
な
か
な
か
で
き
な
い
と

い
う
方

。
是
非
こ
の
研
修
講
座
で
陸
上
運
動
の
楽
し
い
教
材
を
体
験
し

、
指
導
に
活
か
し
ま
し

ょ
う

。

高
齢
者
に
な

っ
て
も

、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
健
康
で
い
た
い

。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か

。
実
際
に
動
き
な
が
ら

、
老
化

（
機
能
低
下

）
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
の
運
動
や
転
倒
し
な
い
た
め
の
方
法
を
学
び

、
戦
略
を
立
て
て
実
践
し
て
い
き
ま
し

ょ
う

。

平
成
2
4
年
度
か
ら
の
中
学
校
ダ
ン
ス
必
修
化
に
伴
い

、
初
心
者
の
ダ
ン
ス
指
導
者
が
こ
れ
さ
え
習
得
す
れ
ば
自
信
を
持

っ
て
ダ
ン

ス
の
指
導
が
で
き
る
と
い
う
エ
キ
ス
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す

。

活
動
の
振
り
返
り
を
通
し
て

、
自
分
に
気
づ
き

、
メ
ン
バ
ー

に
気
づ
き

、
グ
ル
ー

プ
に
何
が
起
こ

っ
て
い
る
か
な
ど
集
団
内
に
生
じ

る
メ
ン
バ
ー

間
の
相
互
作
用
に
光
を
あ
て
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
ス
キ
ル
の
ア

ッ
プ
を
目
指
し
ま
す

。

体
育
の
免
許
が
な
い

、
体
育
が
苦
手

。
小
学
校
で
体
育
の
指
導
に
悩
ん
で
い
る
先
生
方
に

、
是
非

、
受
講
し
て
も
ら
い
た
い
講
座
で

す

。
自
分
の
苦
手
な
運
動
を
克
服
し

、
子
ど
も
に
自
信
を
持

っ
て
指
導
し
ま
し

ょ
う

。

目次

へ戻

る 



 

 

◆
研
修
講
座
の
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

体
育
指
導
が
苦
手
な
先
生
の
た
め
の
研
修

（
５

）
～

表
現
リ

ズ
ム
遊
び
・
表
現
運
動
～

編

(

新

)

運
動
部
活
動
実
技
指
導

　
　
　
　
　
　

「
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル

」
「
卓
球

」

柔
道
技
能
講
習
会

（
２
日
間

）
柔
道
段
位
認
定

（
３
日
間

）

タ
イ
ト
ル

10月19日（金）

10月16日
（火）

17（水）18
（木）

9月8日
（土）

開
催
日

15名 各10名 40名
定
員

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館

安
曇
野
市
三
郷
文

化
公
園
体
育
館

信
州
ス
カ
イ
パ
ー

ク
体
育
館

会
場

中
信
教
育
事
務
所
　
指
導
主

事
　
黒
田
　
敏
樹
　
先
生

塩
尻
志
学
館
高
等
学
校
　
教

諭
　
田
玉
　
雅
美
　
先
生

長
野
県
柔
道
連
盟

日
本
ホ
リ
ス
テ

ィ

ッ
ク
コ
ン

デ

ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
協
会
副
理

事
長
　
岩
間
　
徹
　
先
生

講
師

体
育
の
免
許
が
な
い

、
体
育
が
苦
手

。
小
学
校
で
体
育
の
指
導
に
悩
ん
で
い
る
先
生
方
に

、
是
非

、
受
講
し
て
も
ら
い
た
い
講
座
で

す

。
自
分
の
苦
手
な
運
動
を
克
服
し

、
子
ど
も
に
自
信
を
持

っ
て
指
導
し
ま
し

ょ
う

。

中
学
校
新
学
習
指
導
要
領
で
必
修
化
さ
れ
た
武
道

「
剣
道

」
を
指
導
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る
動
作
や
技
能
を
身
に
付
け

、
授
業
の

導
入
と
方
法
に
つ
い
て
学
び

、
安
全
で
楽
し
い
授
業
が
で
き
る
資
質
と
能
力
を
養
い
ま
し

ょ
う

。

ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
上
で
傷
害
を
予
防
で
き
る
ス
ト
レ

ッ
チ
の
方
法
や
ス
ム
ー

ズ
な
体
の
動
か
し
方
に
つ
な
が
る
連
鎖
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

の
方
法
を
学
び

、
日
頃
の
部
活
動
指
導
や
運
動
能
力
向
上
に
活
か
し
て
い
き
ま
し

ょ
う

。

■お問い合わせ 

 長野県生涯学習推進センター 

 〒399-0711 

 長野県塩尻市片丘南唐沢 6342-4 

 Tel：0263-53-8822 

 Fax：0263-53-8825 

 e-mail：shogaigakushu@pref.nagano.lg.jp 

■お問い合わせ 

 長野県体育センター 

 〒390-1131 長野県松本市大字今井 3443 

 TEL: 0263-86-0218  FAX: 0263-86-0204 

 ホームページ： 

http://www.pref.nagano.lg.jp/xkyouiku/tai

ce/index.htm 

長野県生涯学習推進センターでの研修講座 

長野県体育センターでの研修講座 

９月の「一般体力測定」 

目次へ

戻る 目次へ

戻る 



◆
１
０
月
の
「
一
般
体
力
測
定
」
実
施
に
つ
い
て 

 

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
、
体
力
測
定
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
無
料
で
体
力
測
定
を
受
け
ら 

れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。
１
０
月
の
測
定
実
施
日
は
３
日
（
水
）
、
３
０
日
（
火
） 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
先
は
こ
ち
ら 

 

◆
長
野
県
立
歴
史
館 

秋
季
企
画
展 

縄
文
土
器
展
（
前
期
）
～
八
ヶ
岳
山
麓
の
名
作
～ 

 

縄
文
時
代
の
長
野
県
は
、
八
ヶ
岳
山
麓
や
千
曲
川
流
域
な
ど
に
地
域
色
の
強
い
文
化
が
繁
栄
し
ま
し
た
。
八
ヶ
岳

山
麓
で
は
、
約
５
千
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
に
「
縄
文
王
国
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
集
落
が
営
ま
れ
、
造
形
的

に
素
晴
ら
し
い
土
器
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
企
画
展
は
、
前
期
・
後
期
と
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。
前
期
展
示
で
は
八
ヶ
岳
山
麓
の
美
し
く
力
強
い
縄

文
土
器
を
紹
介
し
ま
す
。 

               

イ
ベ
ン
ト
・
募
集 

観
覧
料

（
常
設
展
共

通

）

観
覧
料

休
館
日

開
館
時
間

開
催
期
間

場
所

◇
大
人
　
　
　
5
0
0
円

（
4
0
0
円

）

◇
高
・
大
学
生
2
5
0
円

（
2
0
0
円

）

◇
小
・
中
学
生
1
2
0
円

（
1
0
0
円

）

　
　
　
※

（
　

）
は
2
0
名
以
上
の
団
体

無
料

毎
週
月
曜
日

、
祝
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
　

（
1
1
月
４
日
は
開
館

）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
３
０
分
ま
で

）

９
月
１
５
日

（
土

）

　
　
　
　
　
　
　
～

１
１
月
４
日

（
日

）

長
野
県
立
歴
史
館

※次の方は無料です。
◇平日、学校の教育活動として観覧する県内の小・中・高生
◇身体障害者手帳などの交付を受けている方とその介護者
◇土・日曜、祝日及び振替休日に観覧する小・中・高・特別支
援学校生

目次へ
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◇
講
演
会 

  

 

◇
講
座 

 

 

◇
縄
文
体
験
教
室 

 

            

講
　
師

講
演
会

開
催
日
時

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
名
誉
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
達
雄
　
氏

中
部
地
方
の
縄
文
文
化

（
仮

）

９
月
２
９
日

（
土

）
午
後
１
時
３
０
分
～

講
　
師

講
演
会

開
催
日
時

第
1
0
回
尖
石
縄
文
文
化
賞
受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
徹
也
　
氏

八

ヶ
岳
山
麓
の
縄
文
土
器

（
仮

）

1
0
月
2
0
日

（
土

）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～

講
　
師

演
　
題

開
催
日
時

県
立
歴
史
館
　
主
幹
学
芸
員
　
林
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
徹
也
　
氏

縄
文
土
器

、
展
示
と
鑑
賞
の
歴
史

1
0
月
６
日

（
土

）

　
 
 
 
 
 
午
後
1
時
3
0
分
～

1
0
月
2
1
日

（
日

）

1
0
月
1
3
日

（
土

）

1
0
月
７
日

（
日

）

土
器
を
持
と
う

、
そ
し
て
描
こ
う
２

土
器
づ
く
り
体
験

土
器
を
持
と
う

、
そ
し
て
描
こ
う
1

■お問い合わせ 

 県立歴史館 総合情報課 

 〒387-0007 千曲市屋代 260－6 

 TEL：026-274-2000 FAX：026-274-3996  

 e-mail：rekishikan@pref.nagano.lg.jp  

 ホームページ http://www.npmh.net/  
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◆
大
人
の
遠
足 

「
木
曽
路
の
文
化
財
を
訪
ね
る
」 

 

事
前
学
習
と
現
地
見
学
に
よ
り
、
信
州
の
各
地
の
歴
史
を
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
の
２
回
目
で
す
。
事
前
学
習
で
は
、
木

曽
の
姿
を
表
現
し
た
地
図
や
錦
絵
を
ひ
も
解
き
、
木
曽
の
成
り
立
ち
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
歴
史
を
学
び
、
現
地
見

学
で
は
、
奈
良
井
宿
や
平
沢
地
区
の
町
並
み
を
訪
ね
ま
す
。 

※
事
前
学
習
・
現
地
見
学
と
も
に
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

◇
事
前
学
習 

第
１
回 

 

◇
事
前
学
習 

第
２
回 

 

◇
現
地
見
学
「
木
曽
路
の
文
化
財
を
訪
ね
る
」 

 

      

講
　
師

開
催
日
時

長
野
県
立
歴
史
館
　
総
合
情
報
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
　
正
樹

９
月
2
7
日

（
木

）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

受
講
料

講
　
師

開
催
日
時

一
般
1
,
0
0
0
円

長
野
県
立
歴
史
館
　
専
門
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
会
理

1
0
月
４
日

（
木

）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

受
講
料

講
　
師

見
学
場
所

集
合

開
催
日

一
般
4
,
5
0
0
円

（
施
設
入
館
料
・
昼
食
・

バ
ス
代
等
含
む

）

長
野
県
立
歴
史
館
職
員
・
現
地
学
芸
員
ほ
か

木
曽
漆
器
館
・
漆
工
町
・
木
曽
平
沢

、

（
昼

食
：
奈
良
井
宿

）
須
原
宿

、
定
勝
寺
ほ
か

松
本
駅
前

1
0
月
1
1
日

（
木

）

■お問い合わせ 

 県立歴史館 総合情報課 

 〒387-0007 千曲市屋代 260－6 

 TEL：026-274-2000 FAX：026-274-3996  

 e-mail：rekishikan@pref.nagano.lg.jp  

 ホームページ http://www.npmh.net/  
目次へ
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◆
「
心
の
教
育
・
長
野
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す 

 

長
野
県
教
育
委
員
会
・
長
野
県
道
徳
教
育
振
興
会
議
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
４

つ
の
実
践
的
な
活
動
（
１
＋
本
を
読
む
、
２
＋
汗
を
流
す
、
３
＋
あ
い
さ
つ
・
声
が
け
を
す
る
、
４
＋
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
）
を
進
め
る
「
共
育
」
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
人
間
関
係
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、『
大
人
が
子
ど
も
と
共
に
育
つ
た
め

に
』
と
い
う
視
点
で
語
り
合
い
、
明
日
か
ら
の
家
庭
生
活
や
教
育
実
践
に
新
た
な
展
望
を
拓
く
「
心
の
教
育
・
長
野

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

 

◇
基
調
提
案 

 

家
庭
・
地
域
・
学
校
で
の
心
の
教
育
を
進
め
る
た
め
の
、「
共
育
」
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
の
誕
生
に
関
わ
っ
た
経

験
か
ら､

そ
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、「
子
ど

も
と
大
人
が
共
に
育
つ
」
こ
と
の
大
切
さ
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

◇
分
科
会 

 

大
人
と
子
ど
も
が
共
に
育
つ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
お
互
い
の
考
え
を
出
し
合
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を

聞
い
た
り
し
な
が
ら
考
え
合
い
ま
す
。 

 

 

場
　
　
所

開
催
日
時

長
野
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

1
0
月
1
3
日

（
土

）

午
後
１
時
３
０
分
か
ら
４
時
４
５
分
ま
で

講
　
　
師

演
　
　
題

斉
藤
　
金
司
　
先
生

（
現
松
本
市
教
育
委
員

会
教
育
委
員
長

、
元
長
野
県
教
育
委
員
会
教

育
長

）

「
共
育

」
ク
ロ
ー

バ
ー

プ
ラ
ン
で

、
子
ど
も

と
大
人
が
共
に
育
つ

第
６
分
科
会

第
５
分
科
会

第
４
分
科
会

第
３
分
科
会

第
２
分
科
会

第
１
分
科
会

子
ど
も
と
共
に
育
つ
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
提

言
し
て
い
こ
う

市
町
村
に
あ
る
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
取
組

を
ど
う
広
げ
る
か
考
え
合
お
う

子
育
て
の
悩
み
を
語
り
合
い

、
つ
な
が
り
を

考
え
合
お
う

子
ど
も
の
悩
み
､
大
人
の
悩
み
か
ら
､
子
ど

も
の
見
方
や
自
分
た
ち
の
見
方
を
考
え
合
お

う 読
み
聞
か
せ
か
ら
､
子
ど
も
と
の
つ
な
が
り

を
つ
く
ろ
う

若
者
の
自
己
有
用
感
を
は
ぐ
く
も
う

目次へ
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◇
参
加
に
つ
い
て 

 

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
お
申
し
込
み･

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
参
加
予
定
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

・
一
般
（
保
護
者
、
市
町
村
や
地
域
で
子
育
て
に
関
わ
る
方
々
、
そ
の
他
） 

 

・
市
町
村
教
育
委
員
会
の
担
当
者 

 

・
教
育
関
係
者
（
幼
・
保
・
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
の
教
員
） 

 

・
主
催
者
（
長
野
県
道
徳
教
育
振
興
会
議
委
員
、
県
教
育
委
員
会
関
係
者
） 

           

◆
平
成
２
５
年
度
長
野
県
立
高
等
学
校
実
習
助
手
採
用
選
考
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た 

◆
第
９
４
６
回
長
野
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た 

◆
第
９
４
７
回
長
野
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た 

◆
現
場
レ
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｏ
＋
８
「
熟
議
で
学
校
を
変
え
る
！
」
を
掲
載
し
ま
し
た 

 

メールマガジン 10 月号をお送りします。 

 みなさん、「技能五輪」、「アビリンピック」をご存知で

すか？ 

 

 「技能五輪」は青年技能者技能競技大会のことで、多方

面の職種における満 23 歳以下の技能者の技能レベル全国

一を競う大会です。上位入賞者は 2年に 1度行われる国際

大会出場の道が開けます。 

 また「アビリンピック」は全国障害者技能競技大会のこ

とで、満 15 歳以上の障害のある方々による技能競技全国

大会です。優勝者は概ね 4年に 1度開かれる国際アビリン

ピックの代表候補となります。  

 「技能五輪」はものづくり産業の基盤を担う若年技能者

のレベル向上と技能の重要性のアピールを、「アビリンピ

ック」は障害者の職業能力に対する社会的理解を深め、雇

用を促すことを目的としています。 

 

 この「技能五輪」「アビリンピック」が長野県で 10 月に

開催されます。 

 ロンドンオリンピックに負けずとも劣らない熱戦が繰り

広げられること間違いなしです！大会はどなたでもご入場

いただけますので、ぜひ足を運んでみてください！（ひ） 

 

＊＊大会日程＊＊ 

 技能五輪：10月 26 日～29 日 

 アビリンピック：10月 20 日～22 日 

 http://www.waza-can.com/nagano-skills/ 

あとがき 

目次へ

戻る 

■お問い合わせ 

 教学指導課 義務教育指導係 

TEL 026-235-7434 

FAX 026-235-7495 

e-mail kyogaku@pref.nagano.lg.jp 
目次へ
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http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/jouhou/gakkou/25jissyu.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/teireikai/946/946.htm
http://www.pref.nagano.lg.jp/kenkyoi/teireikai/947/947.htm
現場レポートNO.8「熟議で学校を変える！」を掲載しました
http://www.waza-can.com/nagano-skills/

